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 宇

宙
甲
子
園
ロ
ケ
ッ
ト
部
門
敗
退 

こ
れ
ま
で
の
記
事
で
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
て
き
た
高
校
宇
宙
部
が
、
つ
い
に
「
宇
宙
甲
子

園
ロ
ケ
ッ
ト
部
門
」
に
初
出
場
し
た
。 

11

月
１
日
、
鹿
児
島
県
肝
付
町
内
之
浦
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
鹿
児
島
予
選

「
Ｅ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｎ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
２
５
」
に
は
、
計
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。 

結
果
か
ら
言
う
と
、
２
回
の
打
ち
上
げ
は
い
ず
れ
も
測
定
が
で
き
ず
、
失
格
と
い
う
結
果
に
終

わ
っ
た
。 

１
回
目
は
目
標
高
度

76
ｍ
を
大
き
く
超
え
て
上
昇
し
、
風
に
流
さ
れ
て
卵
を
搭
載
し
た
カ

プ
セ
ル
部
分
が
山
中
へ
と
消
え
て
し
ま
っ
た
。 

２
回
目
は
そ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
機
体
に
お
も
り
を
加
え
、
卵
を
収
め
た
部
分
の
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
を
小
型
化
。
し
か
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
本
体
側
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
内
部
で
溶
け
て
展
開
せ
ず
、

再
び
結
果
な
し
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
搭
載
し
て
い
た
卵
は
無
傷
で
回
収
さ
れ
、
そ
の
点
は
救

い
と
な
っ
た
。 

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
、
本
番
を
想
定
し
た
十
分
な
打
ち
上
げ
練
習
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
準
備
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
回
の
優
勝
は
楠
隼
中
学
校
宇
宙

技
術
部
の
チ
ー
ム
。
中
学
生
の
活
躍
に
刺
激
を
受
け
つ
つ
、
彼
ら
が
将
来
高
校
宇
宙
部
に
加
わ

り
、
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

高
校
宇
宙
部
に
と
っ
て
次
の
大
会
は
、

11

月

30

日
に
九

州
工
業
大
学
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
る
「
宇
宙
甲
子

園
Ｃ
ａ
ｎ 

Ｓ
ａ
ｔ
部
門
」
と
な
る
。
２
年
生
の
海
外
大
学
企

業
連
携
研
修
や
二
学
期
末
考
査
な
ど
の
た
め
、
大
会
に
向
け

た
準
備
の
時
間
は
限
ら
れ
る
が
、
部
員
た
ち
は
す
で
に
気
持

ち
を
切
り
替
え
て
い
る
。 

缶
サ
ッ
ト
大
会
の
出
場
メ
ン
バ
ー
の
新
城
孝
紀
は
、「
今
回

の
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
部
活
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
す
べ
て

発
揮
し
た
い
。
目
指
す
は
優
勝
あ
る
の
み
！
」
と
力
強
く
語
っ

た
。 Ｃ

ａ
ｎ 

Ｓ
ａ
ｔ
部
門
は
こ
れ
ま
で
に
も
出
場
経
験
が
あ
り
、
過
去
の
失
敗
を
糧
に
し
た
挑

戦
と
な
る
。
現
在
は
、
月
面
望
遠
鏡
を
模
し
た
模
擬
衛
星
を
製
作
中
だ
。 執

筆
（
高
２ 

奥
村
） 

進
化
し
た
Ｈ
Ｔ
Ｖ―

Ｘ
つ
い
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ 

10

月

26

日
に
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
が
、
最
大
の
大
き
さ
と
な
る

24

形
態
で
成
功
し

た
。
今
回
こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
「
こ
う
の
と
り
」
の
名
で
親
し
ま
れ
た

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
Ｈ
Ｔ
Ｖ
」
の
後
継
機
で
あ
る
新
型
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機

「
Ｈ
Ｔ
Ｖ―

Ｘ
」
で
あ
る
。
こ
の
Ｈ
Ｔ
Ｖ―

Ｘ
の
Ｈ
Ｔ
Ｖ
か
ら
の
進
化
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん

に
知
っ
て
欲
し
い
点
を
紹
介
す
る
。 

ま
ず
一
つ
目
は
、
補
給
ミ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
離
脱
後
の
新
た
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
Ｈ
Ｔ
Ｖ
で
は
補
給
ミ
ッ
シ
ョ
ン
後
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
廃
棄
物
資
を
積
み
、
大
気
圏
に
向
か
っ
て

消
滅
す
る
の
み
だ
っ
た
。
だ
が
、
新
型
の
Ｈ
Ｔ
Ｖ―

Ｘ
で
は
、
機
体
内
に
小
さ
な
衛
星
を
積
載
、

宇
宙
空
間
で
放
出
、
補
給
後
に
は
軌
道
上
で
の
記
述
実
証
や
実
験
を
行
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
最
長

1.5

年
活
用
、
最
終
的
に
は
Ｈ
Ｔ
Ｖ
同
様
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ
離
脱
前
に
積
み
込
ま
れ
た
廃

棄
物
資
と
と
も
に
大
気
圏
に
突
入
し
て
消
滅
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
型
で
は
旧
型
に
比
べ
、

よ
り
多
く
の
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
活
動
を
行
う
う
え
で
、
旧
型
よ

り
増
加
し
た
必
要
電
力
確
保
の
た
め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
が
大
き
く
変
更
さ
れ
た
。

旧
型
で
は
筒
状
の
機
体
表
面
に
分
散
し
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
張
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
型

で
は
羽
の
よ
う
な
展
開
式
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
変
更
さ
れ
、
位
置
に
よ
っ
て
変
わ
る
太
陽
の
光

を
効
率
的
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
あ
て
、
発
電
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

次
に
二
つ
目
は
積
載
可
能
量
の
増
加
で
あ
る
。
旧
型
で
は
約
４
ト
ン
の
物
資
を
輸
送
で
き
る

の
に
対
し
、
新
型
で
は
約

5.85

ト
ン
と
約

45

％
に
増
加
し
た
。 

三
つ
目
は
生
鮮
食
品
の
搭
載
だ
。
旧
型
で
も
生
鮮
食
品
が
運
ば
れ
て
い
た
が
、
打
ち
上
げ
前

の

80

時
間
前
に
搭
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
新
鮮
さ
に
か
な
り
欠
け
て
い
た
。
し
か
し
、
新

型
で
は
打
ち
上
げ
の

24

時
間
前
に
搭
載
で
き
る
た
め
、
旧
型
に
比
べ
、
よ
り
新
鮮
な
状
態
で

生
鮮
食
品
を
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
宇
宙
飛
行
士
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
期
滞
在
の
宇
宙
飛
行

士
に
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
欲
し
い
と
い
う
日
本
人
の
食
に
対
す
る
思
い
は
宇
宙
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
今
回
搭
載
さ
れ
た
生
鮮
食
品
は
、
り
ん
ご
（
ふ
じ
青
森
産
）、
ト

マ
ト
（
ド
キ
ア
福
島
産
）
、
和
梨
（
王
秋
千
葉
産
、
新
興
新
潟
産
）、
温
州
み
か
ん
（
日
南
一
号

福
岡
産
）
の
計
５
種
類
で
あ
る
。 

執
筆
（
高
１ 

井
上
） 

志
す
宇
宙
は
無
限
11
月
号 

発
行: 

楠
隼
高
等
学
校 

宇
宙
部 

 

 

宇
宙

そ

ら

の
声 

 

今
月

11

月

12

日
か
ら

16

日
ま
で

の
４
日
間
、
高
校
２
年
生
は
海
外
企
業
連

携
研
修
に
参
加
す
る
。 

行
き
先
は
ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
。

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
や
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
訪
れ
る
が
、
中

で
も
特
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
が
Ｊ
Ｐ

Ｌ
（
ジ
ェ
ッ
ト
推
進
研
究
所
）
だ
。 

Ｊ
Ｐ

Ｌ
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
中
で
も
宇
宙
探
査
機

の
設
計
や
運
用
を
担
う
中
核
的
な
研
究
施

設
で
あ
る
。
火
星
探
査
車
「
パ
ー
サ
ヴ
ィ

ア
ラ
ン
ス
」
や
木
星
探
査
機
「
ガ
リ
レ
オ
」、

小
惑
星
探
査
機
「
サ
イ
キ
」
な
ど
、
一
度

は
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
有
名
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
数
多
く
手
が
け
て
き
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｌ
の

大
き
な
特
徴
は
、「
地
上
に
い
な
が
ら
宇
宙

を
動
か
す
場
所
」
で
あ
る
と
い
う
点
だ
。

地
球
か
ら
何
億
キ
ロ
も
離
れ
た
惑
星
に
送

ら
れ
た
探
査
機
と
通
信
し
、
そ
の
動
き
を

地
上
で
制
御
し
て
い
る
。
そ
こ
は
ま
さ
に
、

宇
宙
の
謎
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
人
間

の
知
恵
と
技
術
の
粋
を
集
め
て
挑
む
最
前

線
の
現
場
で
あ
る
。  

今
回
、
実
際
に
Ｊ
Ｐ
Ｌ
を
訪
れ
る
こ
と

で
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
見
て
き
た
宇
宙
開

発
が
、
ど
の
よ
う
な
人
々
と
環
境
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
肌
で
感
じ
た

い
と
思
う
。 

ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
サ

イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
も
訪
問
す
る
予
定

だ
。
そ
こ
に
は
、
宇
宙
関
連
の
展
示
や
ア

ポ
ロ
計
画
で
使
わ
れ
た
本
物
の
ロ
ケ
ッ
ト

な
ど
が
並
ん
で
お
り
、
見
ど
こ
ろ
が
多
い

と
聞
く
。
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
ア
メ

リ
カ
の
宇
宙
産
業
の
現
場
に
触
れ
、
新
た

な
視
点
で
宇
宙
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
経

験
に
し
た
い
。 

 

 

２
０
２
５
年

11

月
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
は
、
人
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
滞

在
し
続
け
て

25

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
る
。  

Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
２
０
０
０
年

11

月
２
日
に
初
め

て
３
人
の
宇
宙
飛
行
士
が
到
着
し
て
以
来
、
世
界

15

か
国
の
協
力
の
も
と
、
毎
日
誰
か
が
宇
宙
で

生
活
を
続
け
て
い
る
。
地
上
か
ら
約
４
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
上
空
を
、
一
周
お
よ
そ

90

分
で
回
る

巨
大
な
実
験
室
で
あ
り
、
夜
空
を
横
切
る
光
と
し

て
地
上
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。  

そ
し
て
今
、
そ
の
最
前
線
で
活
動
し
て
い
る
の

が
日
本
の
宇
宙
飛
行
士
、
油
井
亀
美
也
さ
ん
だ
。  

油
井
さ
ん
は
２
０
２
５
年
８
月
、
ア
メ
リ
カ
の
民

間
宇
宙
船
「
ク
ル
ー
・
ド
ラ
ゴ
ン
」
で
打
ち
上
げ

ら
れ
、
現
在
も
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に
長
期
滞
在
中
。  

そ
し
て

10

月

30

日
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｓ
で
新
型
無
人

補
給
船
「
Ｈ
Ｔ
Ｖ―

Ｘ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
を
行
い
、

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を
操
作
し
て
無
事
に
取
り
付

け
（
ド
ッ
キ
ン
グ
）
を
完
了
さ
せ
た
。
Ｈ
Ｔ
Ｖ―

Ｘ
は
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら

れ
た
日
本
の
新
型
補
給
船
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
物
資

輸
送
だ
け
で
な
く
、
今
後
は
月
探
査
「
ア
ル
テ
ミ

ス
計
画
」
に
も
活
用
さ
れ
る
予
定
だ
。  

一
方
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
２
０
３
０
年
ご
ろ
に
運
用
を

終
了
し
、
役
目
を
終
え
る
予
定
だ
。

25

年
間
、

人
が
暮
ら
し
続
け
て
き
た
宇
宙
の
家
。  

夜
空
を
見
上
げ
た
と
き
、
静
か
に
動
く
明
る
い

光
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
れ
は
今
も
地
球
を
見
守
り

続
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
も
し
れ
な
い
。  

宇
宙
は
、
思
っ
て
い
る
よ
り
も
ず
っ
と
近
く
に

あ
る
。 
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